
発生
件数 死者 重傷 軽傷 計

荒川署 51 0 9 45 54
南千住署 34 0 4 31 35
尾久署 53 1 3 50 54

計 138 1 16 126 143

前　年 145 1 8 150 159

増　減 △7 0 8 △24 △16

管内別
死傷者数

荒川区内　交通事故の発生状況(2021年1月～6月)

男性 女性 合計
南千住    2,087【3】    2,980【13】    5,067【16】
荒川    1,651【3】    2,596【16】    4,247【19】
町屋    1,542【4】    2,494【16】    4,036【20】
東尾久    1,319【1】    2,142【10】    3,461【11】
西尾久    1,413【1】    2,266【10】    3,697【11】
東日暮里    1,181【2】    1,943【20】    3,124【22】
西日暮里       890【4】    1,429【  7】    2,319【11】
合計 10,101【18】 15,850【92】 25,951【110】

荒川区の75歳以上高齢者（【　】内100歳以上）

区 分 本年 前年 増減
歩行者 22 30 △8
自転車 70 74 △4
原 付 6 13 △7
自 二 16 12 4
四 輪 29 30 △1
特殊車 0 0 0
その他 0 0 0

計 143 159 △16

当事者別死傷者数
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区政報告
ニュース

２
０
０
０
年
に
誕
生
し
た
介
護
保

険
制
度
は
、
「
介
護
の
社
会
化
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
し
か
し
家
族
介
護
が

な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
介
護
離
職
、

老
老
介
護
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
い
ま

家
族
介
護
な
ど
ケ
ア
す
る
人
へ
の
支

援
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
す
る
家

族
へ
の
支
援
は
、
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
更
に
同
居
家
族
が
い
る
と
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
が
原
則
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
後
国
が
機
械
的

な
利
用
制
限
の
手
直
し
を
求
め
る

通
達
を
何
度
か
出
し
ま
し
た
が
、

原
則
は
撤
廃
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
在
政
府
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
へ
の
「
家

事
支
援
」
つ
ま
り

生
活
援
助
と
い
う

方
向
性
が
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。
だ
と
す
る
な
ら
就
業

す
る
ケ
ア
ラ
ー
、
老
老
、
育
児
と
介

護
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
も
同
じ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
う
一
つ
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止

法
に
基
づ
く
対
応
で
す
。
そ
の
背
景

の
一
つ
に
高
齢
者
虐
待
と
の
関
係
も

指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
虐
待

防
止
法
は
、
正
式
に
は
「
高
齢
者
の

虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
へ

の
支
援
も
入
っ
て
い
る
の

で
す
。
し
か
し
支
援
メ
ニ
ュ
ー

が
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
で
す
。
深
刻
な
実
態
と
は
か

け
離
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
家
族

介
護
へ
の
支
援
は
不
可
欠
で
す
。
家

族
介
護
の
困
難
に
手
を
差
し
伸
べ
る

と
き
で
す
。

荒
川
区
と
し
て
も
、
独
自
に
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
家
族
介
護
、

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
方
策
を
検
討

し
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

☆荒川区政の各種情報・

話題など…横山幸次区議

のホームページをご覧く

ださい。

10月４日(月)
11月 1日(月)
横山事務所

18時～20時

裏面 区議会報告（若者
支援の質問）、区の若
者サポート…など

開
会
中
の
区
議
会
決
算
特
別
委
員
会

の
中
で
も
ひ
と
し
き
り
自
転
車
が
か
か

わ
る
事
故
と
そ
の
防
止
に
関
わ
る
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
逆
走
や
歩
道
上
の

走
行
、
一
時
停
止
や
信
号
無
視
、
「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
運
転
な
ど
な
ど
、
確
か

に
危
険
で
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
よ
う
な
自
転

車
走
行
を
目
に
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。
結
局
、

運
転
マ
ナ
ー
や
交

通
法
規
の
徹
底
や

周
知
の
問
題
に
な
っ

て
き
ま
す
。
同
時

に
い
つ
も
思
う
の

で
す
が
、
注
意
喚

起
を
す
る
た
め
の
標
識
や
掲
示
を
も
っ

と
わ
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
も
大
事
で

す
。
同
時
に
、
道
路
が
狭
い
荒
川
区
で

は
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
を
多
く
の
車
道
に
設
置
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
環
境
に
優
し
く
、

か
つ
て
の
地
場
産
業
で
あ
っ
た
自
転
車

を
も
っ
と
安
全
に
利
用
で
き
る
街
に
し

て
い
く
こ
と
も
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
だ
と

感
じ
て
い
ま

す
。横

山
幸
次

９
月
20
日
は
敬
老
の
日
で
し
た
。
荒
川

区
の
最
高
齢
は
西
日
暮
里
女
性
で
１
０
７

才
、
男
性
は
町
屋
在
住
の
１
０
６
才
で
す
。

日
本
人
の
最
新
の
平
均
寿
命
は
女
性
87
・

74
、
男
性
81
・
64
歳
と
い
ず
れ
も
過
去
最

高
。
１
０
０
歳
以
上
の
方
も
８
６
，
５
１

０
人
で
最
多
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
誰
も
が
笑
顔

で
言
え
る
社
会
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
荒
川
区
と
し
て
も
独
自
の

手
厚
い
福
祉
・
ケ
ア
の
仕
組

み
を
作
っ
て
い
く
と
き
で
す
。

（
注
）
△
は
減
少
を
示
す

９
月
区
議
会
で
横
山
幸
次
区
議
の
ケ

ア
ラ
ー
・
家
族
介
護
支
援
に
関
す
る
質

問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７



区
政
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
高
校
生

大
学
生
若
者
の
行
政
課
題
を
検
討
す

る
本
格
的
な
部
署
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
若
者
た
ち

が
希
望
を
失
い
生
活
・
学
業
の
困
難

に
陥
っ
て
い
る
今
、
若
者
を
孤
立
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
身
近
な
所
で
相

談
が
出
来
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
区
と
し
て

や
る
べ
き
こ
と
も
見
え
て
き
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
若
者
の
意
見
も
取
り

入
れ
て
、
若
者
専
門
の
部
署
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

児
童
福
祉
法
は
、
18
才
ま
で
が
対

象
で
す
。
し
か
し
、
荒
川
区
で
は
、

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
行
政
と
の
つ

な
が
り
が
基
本
的
に
な
く
な
り
ま
す
。

若
者
と
行
政
を
つ
な
ぎ
、
実
態
把
握

の
第
一
歩
と
も
な
り
、
暮
ら
し
応
援

に
も
な
る
支
援
策
と
し
て
18
才
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
す
べ
き
で

す
。厚

労
省
の
ま
と
め
で
通
院
で
の
医

療
費
助
成
を
18
歳
ま
で
行
っ
て
い
る

市
区
町
村
が
２
０
２
０
年
４
月
１
日

時
点
で
42
％
、
前
年

比
で
74
自
治
体
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ポ
ッ
プ
上
の
ジ
ョ

ブ
コ
ー
ナ
ー
で
の
就
労

相
談
の
新
規
登
録
で
は

介
護
ク
ラ
ス
タ
ー
や
時

短
営
業
で
の
離
職
、
コ
ロ
ナ
後
を
考

え
別
の
道
を
求
め
る
な
ど
コ
ロ
ナ
影

響
を
受
け
た
人
が
半
数
で
す
。
ま
た

求
職
者
の
８
割
は
「
事
務
」
希
望
で

す
が
、
そ
も
そ
も
自
分
に
何
が
出
来

る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
り
あ
え
ず
事

務
職
と
書
く
方
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

区
内
企
業
と
若
者
を
つ
な
げ
よ
う

と
、
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
3
分
動

画
で
紹
介
、
見
学
に
も
職
員
が
同
行

す
る
そ
う
で
す
。
若
者
の
眼

の
色
が
変
わ
る
、
小
さ
く
と

も
キ
ラ
リ
と
光
る
企
業
に
魅

力
を
感
じ
、
安
定
し
て
勤
め

ら
れ
る
企
業
と
し
て
選
択
の

一
つ
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
職
人
さ
ん
へ
の
弟

子
入
り
を
希
望
す
る
若
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
荒
川
の
匠

育
成
支
援
事
業
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
16
名
が
修
了

し
10
名
は
伝
統
工
芸
の
後
継

ぎ
と
な
り
、
全
員
が
関
係
す

る
仕
事
に
付
い
て
い
ま
す
。

区
の
特
徴
を
生
か
し
た
若

者
雇
用
対
策
に
も
っ
と
光
を

あ
て
て
取
組
む
こ
と
を
求
め

ま

し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
は
弱
い
立
場
の
方
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
独
立
行
政

法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
の
調
査
に
よ
る
と
、
コ

ロ
ナ
が
「
生
活
に
影
響
」
４

人
に
１
人
、
そ
の
中
で
も
、

年
収
少
な
い
ほ
ど
打

撃
実
感
「
生
活
水
準

が
「
低
下
し
た
」
と

答
え
た
の
が
24
・
５

％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

「
向
上
し
た
」
は
４

・
４
％
で
し
た
。

昨
年
の
世
帯
年
収

別
に
見
る
と
、
３
０

０
万
円
未
満
の
場
合
、

低
下
し
た
と
の
回
答

が
占
め
る
割
合
は
35

・
１
％
。
７
０
０
万
円
以
上

で
は
17
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
正
社
員
、
非
正
社
員
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
み
て
も
は
っ

き
り
違
い
が
出
て
い
ま
す
。

格
差
と
貧
困
の
解
消
は
、
政

治
の
差
し
迫
っ
た
課
題
で
す
。

国は昨年の全国一斉休校で通常の有給休暇とは別にお休

みを認めた企業に対し助成金を支給する小学校休業等対応

助成金制度をつくりました。

臨時休校・休園や登園自粛の要請が出たり、子どもが感

染したり、濃厚接触者になったりしたなどのケースで従業

員1人あたり1日1万5千円を上限に、支払賃金の同額が企業

に支払われました。

この「小学校休業等対応助成金」が今年3月末で打ち切ら

れ、4月から始まった「両立支援等助成金」は利用できる条

件が狭められ使いづらいとの声があり、「小学校休業等対

応助成金」の再開が求められていました。

厚労大臣は７月の国会答弁で「全国一律休校要請でない

と再開は想定しない」と拒否していましたので、荒川区と

して国に意見を上げるように、区議会本会議(質問〆切9月3

日)で取り上げる準備をしていました。

その最中、9月7日再開決定のニュースが入ってきました。

「小学校休業等対応助成金の個人申請を求める親の会」な

どが緊急声明を発表するなど関係者の声が大きな力になり

ました。

再開の対象は8月から12月まで、さらに使いや

すいものにするよう声を上げる必要があると思

います。

区は、44歳以下の方を対象とした「わかもの就労サポートデスク」を設

置、就職活動に関する相談やセミナー等を行っています。

若者向けと保護者向け個別相談・
キャリアカウンセリングや就職活動、就職前後の悩み相談、どんな仕事

が向いているのかを知りたい方、就職をしたいけれど何から始めればよい

か分からない方、履歴書の書き方や面接のアドバイスが欲しい方など気軽

にお越しください。また長

期間仕事に就いていないな

ど、様々な事情を抱えた若

者を持つ保護者の方を対象

に相談を受け付けています。

【問い合わせ先】

雇用調整助成金、産業雇用安定助成金、

小学校休業等対応助成金・支援金コールセンター

☎0120-60-3999 受付時間9:00～21:00(土日休日含む）

★開所時間 午前10時から午後6時まで

(土曜・日曜・祝日・年末年始を除く）

★荒川７丁目50番9号センターまちや3階

（町屋駅そばサンポップ３階）

★お問い合わせ ☎03-3800-6188

９
月
区
議
会
で
共
産
党
斎
藤
区
議
の

若
者
支
援
の
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


